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・敬老祝金（80歳に5,000円支給）の廃止は反対多数により否決される
・消防団員退職時の家族慰労金の廃止も反対多数により否決される

二つの議案（80歳敬老祝金の廃止と消防団退職時家族慰労金の廃止）が否決される

−第1回（2月）定例会−

 ■第１回定例会で審議された条例関係等議案
◇仙北市個人情報の保護に関する法律施行条例制定について
◇仙北市個人情報保護審査会条例制定について
◇仙北市田沢湖クニマス未来館条例の一部を改正する条例制定について

（観覧料の値上げ）
◇仙北市思い出の潟分校条例の一部を改正する条例制定について（観覧料

の値上げ）
◇仙北市田沢湖クニマス未来館等観覧料の特例に関する条例の一部を改正

する条例制定について（観覧料の値上げ）
◇仙北市組織条例の一部を改正する条例制定について
◇仙北市情報公開条例の一部を改正する条例制定について
◇仙北市定年前に退職する意思を有する職員の募集等に関する条例の一部

を改正する条例制定について
◇仙北市特別職の職員で非常勤のものの報酬及び費用弁償等に関する条例

の一部を改正する条例制定について
◇仙北市基金条例の一部を改正する条例制定について
◇仙北市子ども・子育て会議条例の一部を改正する条例制定について
◇仙北市地域型保育事業の設備及び運営に関する基準を定める条例の一部

を改正する条例制定について
◇仙北市特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の運営に関する基準

を定める条例の一部を改正する条例制定について
◇仙北市放課後児童健全育成事業の設備及び運営に関する基準を定める条

例の一部を改正する条例制定について
◇仙北市敬老祝金条例の一部を改正する条例制定について【否決】

◇仙北市国民健康保険条例の一部を改正する条例制定について
◇仙北市国民健康保険税条例の一部を改正する条例制定について
◇仙北市立角館樺細工伝承館並びにふるさとセンター条例の一部を改正す

る条例制定について（観覧料の値上げ）
◇仙北市総合情報センター条例の一部を改正する条例制定について（観覧

料の値上げ）
◇仙北市道路占用料徴収条例の一部を改正する条例制定について
◇仙北市立角館町平福記念美術館条例の一部を改正する条例制定について

（観覧料の値上げ）
◇仙北市武家屋敷河原田家条例の一部を改正する条例制定について（観覧

料の値上げ）
◇仙北市病院事業使用料及び手数料徴収条例の一部を改正する条例制定に

ついて
◇仙北市伝承館等観覧料の特例に関する条例を廃止する条例制定について
◇仙北市消防団員退職時家族慰労金支給条例を廃止する条例制定について

【否決】
◇市道の廃止について
◇市道の変更認定について
◇市道の認定について
◇桧木内辺地に係る公共的施設の総合整備計画の変更について
◇田沢辺地に係る公共的施設の総合整備計画の変更について
◇人擁護委員の推薦につき意見を求めることについて（２名）

凡例 : 賛→賛成　反→反対　退→退席　欠→欠席（議長は法律で定めるケース以外では表決をしないことになっています）

議決結果/議員賛否 令和5年 第1回 仙北市議会定例会（招集日：令和5年2月21日　最終日：3月17日）
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議案第 ４ 号 仙北市田沢湖クニマス未来館条例の一部を改正する条例制定に
ついて 3/17 可決 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 反 賛 賛 賛 賛 賛 賛

議案第 ５ 号 仙北市思い出の潟分校条例の一部を改正する条例制定について 3/17 可決 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 反 賛 賛 賛 賛 賛 賛

議案第 ６ 号 仙北市田沢湖クニマス未来館等観覧料の特例に関する条例の一
部を改正する条例制定について 3/17 可決 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 反 賛 賛 賛 賛 賛 賛

議案第 ７ 号 仙北市行政組織条例の一部を改正する条例制定について 3/17 可決 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 反 賛 賛 賛 賛 賛 賛

議案第１６号 仙北市敬老祝金条例の一部を改正する条例制定について 3/17 否決 反 反 反 反 反 賛 反 反 反 反 賛 賛 反 反 賛

議案第１９号 仙北市立角館樺細工伝承館並びにふるさとセンター条例の一部を
改正する条例制定について 3/17 可決 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 反 賛 賛 賛 賛 賛 賛

議案第２０号 仙北市総合情報センター条例の一部を改正する条例制定につい
て 3/17 可決 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 反 賛 賛 賛 賛 賛 賛

議案第２２号 仙北市立角館町平福記念美術館条例の一部を改正する条例制
定について 3/17 可決 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 反 賛 賛 賛 賛 賛 賛

議案第２３号 仙北市武家屋敷河原田家条例の一部を改正する条例制定につ
いて 3/17 可決 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 反 賛 賛 賛 賛 賛 賛

議案第２５号 仙北市伝承館等観覧料の特例に関する条例を廃止する条例制定
について 3/17 可決 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 反 賛 賛 賛 賛 賛 賛

議案第２６号 仙北市消防団員退職時家族慰労金支給条例を廃止する条例の
制定について 3/17 否決 反 反 反 反 反 賛 反 反 反 反 反 賛 賛 賛 反

議案第２７号 令和５年度仙北市一般会計予算 3/17 可決 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛 反 賛 賛 賛 賛 賛 賛 賛

※全会一致で可決された議案については議員賛否を掲載しておりません。

　令和５年最初の第１回定例会が２月 21 日から３月 17 日まで 25 日間の会期で開催され、令和５年度当初
予算などの予算関係 26 件、条例関係 25 件、その他５件、諮問関係２件、議員提出議案６件の計 64 件が審
議され、80 歳の敬老祝金の廃止と消防団員の退職時の家族慰労金の廃止が否決されました。
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ふるさと納税寄付額19億円に！ 出産準備金を令和４年４月から給付！

◆組織再編として企画部を新設するメリットは何か
質問　４月１日から企画部を設置し、企画政策課とまちづくり課（新設）を配置するとのことだが、目的と役割を伺う。また、
企画部を新設するメリットは何か。デメリットはないのか。
答弁　企画政策課はこれまで様々な事業を担当しながら、他事業の施策評価にも取り組んできたが、慣例的な評価事務と
なっていたことは否めないと考えている。今後さらなる行財政改革の実効性を確保するためには、限られた予算で各事業
を評価しながら、効果的な施策を実施することが必要であることから企画部門を強化することにした。デメリットは想定
していない。
◆消防団員退職時の家族への慰労金廃止について
質問　これまで何人の家族に支給し支給額はいくらか。また、夜中でも農作業中でも出動する消防団員を長い間支えた家
族への謝意を無くすことは、団員、家族のモチベーション低下になるのではないか。
答弁　平成２８年から始まり今年度末までの見込みで、延べ 117 名、793 万円の支給であり一人平均６万７千円程である。
家族が献身的に支えているのは事実であるが、家族への慰労金が団員の確保に繋がっている訳ではないことと、近隣自治
体では未実施であること、さらには、令和５年４月から団員の報酬及び出動手当が増額となることから家族慰労金の廃止
を提案した。
◆病院事業会計への補助金の増額補正について
質問　令和４年度一般会計補正予算で病院事業会計に 2 億 2,317 万円の補助金が増額されているが、角館、田沢湖両病院
にどれだけ補助するのか。また、経営改善について伺う。
答弁　角館総合病院に１億 4,043 万円、田沢湖病院に 8,274 万円である。医師確保対策経費として応援医師の報酬等の増
や不採算地区病院としての財政措置の拡充、及び電気料金等の物価高騰による増額などに充当する。経営改善については、
市長、副市長とも協議しており、医師確保の重要性や病院経営コンサルの導入について検討している。

80歳の敬老祝金を廃止することを否決！
市民福祉常任委員会で否決となり 本会議でも否決される。

反対討論　少ない予算であっても、課題解決には十
分に議論し市民が納得する形で進めるべきだ。80 歳
になって５千円の祝金だが、お年寄りは楽しみにし
ている。市長の目指す幸福度日本一の趣旨に反する
ものだ。

賛成討論　80 歳の５千円を廃止する厳しい判断であ
り、それだけ財政状況が逼迫しているということだ。
仙北市を次世代に繋げるために、今は我慢が必要な
時だ。財政を立て直してから改めて充実した福祉施
策を構築するべきである。

※本会議で起立採決の結果　賛成４　反対 11 で否決

消防団員退職時の家族慰労金を廃止することを否決！
総務文教常任委員会では全会一致で否決される。

反対討論　24 時間出動体制の消防団員を長年に渡って支え
てきた家族への謝意である慰労金は継続すべきである。当
局答弁で近隣自治体の未実施も廃止事由としたが、市民の
福祉向上施策は各自治体独自のものがあってしかるべきで
ある。
　　　　
賛成討論　当局説明では団員へ説明し理解を得ているとの
のことであり、家族も理解していると感じた。
家族のいない団員は受け取れない。４月から団員報酬及び
出動手当が増額され、団員本人の直接的な処遇改善は家族
も喜ぶのではないか。

※本会議で起立採決の結果　賛成４　反対 11 で否決

本会議・予算常任委員会での主な質疑

■令和４年度一般会計補正予算（第11号・第12号・第13号）の主な事業
ふるさと仙北応援基金積立金 3億円 ふるさと納税の寄付額の見込みを 3 億円増額（合計で 19 億円）

ふるさと納税ふるさと便事業費 1億7,293万円 ふるさと納税の寄付額増額による返礼品や送料の経費の増額

道路の除雪費 6,700万円 除雪出動経費の不足による増額

出産準備金給付事業費 858万円 妊娠届出時 5 万円、出産届出時 5 万円の計 10 万円を令和４年４
月から給付

介護保険特別会計繰出金 261万円 にしき園における電気料金高騰等による一般会計からの繰出金の
増額

病院事業会計補助金 2億2,317万円 医師確保対策経費や電気料金高騰による一般会計からの補助金の
増額

生活バス路線対策費 1,292万円 対象路線の追加等による補助金の増額

低コスト技術等導入支援事業費補助金 3,325万円 令和５年度の事業を前倒して実施する県の補助金

田沢湖マラソン大会負担金 620万円 参加者減少による大会負担金の追加（当初予算 1,000 万円）
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令和5年度 一般会計当初予算の概要

令和5年度 予算総額 ３７６億４,７２４万７千円 を可決
一般会計予算202億6,100万円
（前年度比１億5,800万円減 △０.８％）

特別会計79億7,532万1千円
企業会計94億1,092万6千円

収　入
　市税収入は、個人市民税の増などを見込み、
前年度より3,234万2千円増の26億836万1千円を
見込んでいる。地方交付税は、地方財政計画な
どを踏まえ、総額で1億300万円の減となる84億
8,000万円を見込んでいる。臨時財政対策債は
5,000万円を計上し、地方交付税と臨時財政対策
債の合計額は、前年度比1億7,300万円減の85億
3,000万円を計上している。好調が続いているふ
るさと納税寄付金は、前年度当初予算と同額の
12億円を見込んでいる。
　財政調整基金繰入金は7億6,000万円、ふるさ
と仙北応援基金繰入金は13億6,219万5千円、仙
北ふるさと振興基金繰入金は1,980万円を計上
し、一般会計当初予算は202億6,100万円（前年
度比1億5,800万円減 △0.8％）となった。

支　出
　退職手当負担金の減少や、新型コロナワクチン接種
の会計年度任用職員の減少により、人件費は昨年度比
で 4,743 万円減（△ 1.3％）の 35 億 3,547 万円を見込ん
でいる。普通建設事業費は、スクールバス購入や花葉
館修繕、西明寺診療所の医療機器更新などにより、昨
年度比で 3.8％増の 13 億 7,685 万円の計上となった。
　また、介護保険、国民健康保険特別会計（神代診療
施設勘定）等への繰出金などの増加要因のほか、子育
て関係、教育文化に係る新規事業などが盛り込まれて
いる。
　令和になり初めて除雪費が当初予算で４億 8,638 万
円計上されたが、市の貯金である財政調整基金が 3,735
万円しか残っていないことなどから、今後の物価高騰
に対する支援や非常事態発生などの不測の事態への対
応などを考慮すると、非常に厳しい財政状況である。

令和５年度　特別会計当初予算の内訳　　　　　　　　　　　　　　　　　　  （単位：千円）

特別会計名 当初予算額 前年度比較 主な増減理由

集中管理特別会計 4,055,390 67,411 電気料金の増（8,100 万円）

国民健康保険特別会計（事業勘定） 2,795,434 △46,143
被保険者数減少による医療給付金の減

（△ 3,829 万円）

　　〃　　　（神代診療施設勘定） 97,142 1,833 事務職員１名増員

後期高齢者医療特別会計 360,683 △7,715 広域連合納付金の減（△ 595 万円）

介護保険特別会計 520,461 62,142
にしき園人件費増（3,317 万円）
アスベスト対策増（2,327 万円）

生保内財産区特別会計 89,000 4,000 一般会計への繰出金の増（763 万円）

田沢財産区特別会計 53,000 △5,000 森林整備センター造林保育費の減（△ 941 万円）

雲沢財産区特別会計 4,211 △1,996 造林保育費の減（△ 200 万円）

合　　　計 7,975,321 74,532

令和５年度　企業会計当初予算の内訳　　　　　　　　　　　　　　　　　　  （単位：千円）

企業会計名 当初予算額 前年度比較 主な増減理由

病院事業会計 6,156,498 658,504
電気料金の増（463 万円） 
電子カルテ導入、医療機器更新等の増（6 億 417 万円）

温泉事業会計 146,004 50,335
固定資産除去費の増（1,505 万円）
改良工事費の増（2,804 万円）

水道事業会計 1,545,531 9,126
電気料金の増（1,948 万円） 
固定資産除去費の増（2,361 万円）

下水道事業会計 1,562,893 6,574
電気料金の増（930 万円）
人件費の増（839 万円）

合　　　計 9,410,926 724,539
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　令和５年度の国内外の情勢は、エネルギー等や食料品の物価高騰や円安等により、依然として先行きが不透明な状況
が続くことが予想されます。引き続き景気や金融市場の変動等に注視しながら、厳しい状況下でも市民生活の確保や地
域経済活性化等に必要な施策が求められます。
　それでは、令和５年度の一般会計当初予算の収入と支出についてグラフでお伝えいたします。

令和5年度 一般会計当初予算の主な事業
　令和５年度の事業は、新型コロナの影響による出生数の急激な減少など危機的な状況において、子育て支援・少子対策や地域
防災力の強化、交流人口の回帰など、未来に繋げる第一歩となることを意識したとのことである。
特に、今後の仙北市を支えていく子育て関係、教育文化にかかる新規事業などを盛り込んでおり、具体的には、出産準備金給付事業、
あきた出産おめでとう給付金支給事業、育児支援金給付事業などの子育て事業や、学校施設環境改善交付金事業、仙北市ヤマ
メ・サクラマスプロジェクトなどの事業を計画している。

202億6,100万円202億6,100万円

地方交付税
8,480,000千円
（41.85%）

国庫支出金
1,555,380千円
（7.68%）

市税
2,608,361千円
（12.87%）

市債
1,166,700千円
（5.76%）

地方消費税交付金
615,000千円
（3.04%）

地方譲与税
266,055千円
（1.31%）

その他
56,700千円
（0.30%）

県支出金
1,065,260千円
（5.26%）

自主財源
34.81%

依存財源
65.19%

使用料及び手数料
260,780千円
（1.29%）

繰入金
2,209,526千円（10.91%）

諸収入
730,133千円
（3.60%）

財産収入
25,493千円（0.13%）

寄付金
1,207,182千円（5.96%）

収入
（財源別）

その他
62,000千円
（0.2%）

分担金及び負担金
11,929千円
（0.06%）

202億6,100万円

人件費
3,535,473千円
（17.45%）

扶助費
2,159,661千円
（10.66%）

物件費
2,388,907千円
（11.79%）

投資及び出資金
249,168千円（1.23%）

積立金
1,250,168千円
（6.17%）

補助費等
4,646,409千円
（22.93%）

繰出金
1,529,052千円

（7.55%）

公債費
2,174,345千円
（10.73%）

普通建設事業費
1,376,853千円

（6.80%）

義務的経費
38.84%

投資的経費
6.80%

その他経費
54.36%

予備費
30,000千円（0.15%）

貸付金
342,300千円（1.69%）

維持補修費
578,661千円
（2.86%）

支出
（性質別）

令和5年度 一般会計当初予算の内訳

事　　　業　　　名 事業費（千円） 事　　業　　の　　概　　要

「よぶのる角館」運行事業 15,801 電話・スマホで予約して行きたいところへ行ける乗合交通（設定されて
いる区間）

政策支援アドバイザーの委嘱 2,400 田口市長の政策全般について、立案＆実施支援を行う政策支援アドバイ
ザーへの報酬

内陸線への補助金＆利活用事業費負担金 90,128 内陸線の運行維持の補助金や連携協議会の負担金の支出

移住支援事業 3,600 産業人材の確保や移住促進のため移住及びマッチングの支援事業を実施
する

地域運営体活動推進費交付金 22,680 地域運営体への支援を昨年度並みに実施する
育児支援金給付事業費 2,579 １歳児＆２歳児に 15,000 円を現金支給し子育て世帯を支援する

出産準備金給付事業 7,849 妊娠届出時５万円、出産届出時５万円の合計 10 万円を支給し子育て世
帯を支援する

あきた出産おめでとう給付金支給事業 3,060 出生届出を行った家庭に出産祝金として２万円を支給する

高齢難聴者補聴器購入費助成事業 300 65 歳以上の中度難聴者の補聴器購入費の助成（購入費の 1/2 か３万円
のいずれか低い金額）

特定不妊治療費等助成金 1,500 特定不妊治療等を受けている夫婦を支援する（年度内 15 万円まで助成）
企業力強化支援事業 3,000 市内企業の商談会などの出店経費を補助する（限度額 50 万円）
台湾修学旅行誘致促進事業 868 台湾学生の誘致を図り、閑散期の農山村地域の活性化を図る
６次産業化施設整備支援事業 20,943 食品衛生法改正に伴う漬物製造業者の施設改修などの経費の一部を助成する
冬期交通対策費 486,379 冬期の除雪費※令和では初めて当初予算に計上された
仙北市商工会補助金 9,900 仙北市商工会への仙北市からの補助金
田沢湖・角館観光協会補助金 25,000 田沢湖・角館観光協会への仙北市からの補助金
小・中学校トイレ洋式化事業 43,459 小・中学校のトイレの洋式化 60％以上を目指す

ヤマメ・サクラマスプロジェクト事業 3,134 小・中学生にも職場体験や企業説明会、講演などを実施し、地元への就
職率向上を目指す

特別会計及び企業会計への補助金等 2,324,143 病院事業へ8億2,934万円、下水道事業へ7億円、水道事業へ1億6,769
万円など

〔第１号補正〕
新型コロナワクチン接種事業費 128,616 令和５年度の新型コロナウイルスワクチンの接種経費（国が負担）

一般会計市債（借金）残高 218億398万円 令和４年度末は 227 億 7,038 万円だったので 9 億 6,640 万円減少
財政調整基金（貯金）残高 3,735万円 当初予算に除雪費を計上（4億8,637万円）したので残額が殆ど無くなった
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７
人
の
提
言

消
防
団
員
の
家
族
慰
労
金

廃
止
の
説
明
に
つ
い
て

質
問　

事
務
事
業
評
価
に
お
い

て
、
縮
小
又
は
廃
止
と
判
断
さ
れ

た
事
業
に
つ
い
て
は
対
象
の
方
々

に
し
っ
か
り
と
説
明
し
て
い
る
か

伺
う
。

答
弁　

対
象
者
が
明
確
で
な
い
場

合
は
難
し
い
が
、
対
象
者
が
明
確

な
場
合
に
は
、
し
っ
か
り
と
相
手

方
に
説
明
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
、

ご
理
解
い
た
だ
く
よ
う
、
各
課
に

指
示
を
出
し
て
い
る
の
で
、
説
明

は
尽
く
し
て
い
る
と
考
え
る
。

質
問　

私
も
消
防
団
員
の
一
人
と

し
て
、
こ
の
度
の
消
防
団
員
家
族

慰
労
金
支
給
事
業
の
廃
止
に
つ
い

て
は
、
団
員
が
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン

を
維
持
が
で
き
る
の
か
心
配
で
あ

る
。
本
事
業
廃
止
に
つ
い
て
団
に

し
っ
か
り
と
説
明
を
し
た
の
か
。

ま
た
、
そ
の
際
に
出
さ
れ
た
意
見

等
は
ど
う
い
う
も
の
だ
っ
た
の
か

伺
う
。

答
弁　

事
務
事
業
評
価
の
結
果
を

踏
ま
え
、
昨
年
11
月
の
消
防
団
正

副
団
長
会
議
と
12
月
の
分
団
長
会

議
の
席
上
で
、
令
和
４
年
度
を

も
っ
て
廃
止
す
る
こ
と
を
話
し

た
。
会
議
の
席
上
で
は
消
防
団
員

家
族
慰
労
金
の
廃
止
に
つ
い
て
ご

理
解
い
た
だ
き
、
意
見
は
無
か
っ

た
。
併
せ
て
、
各
分
団
や
本
部
所

強
靭
化
に
向
け
て
の
見
解
を
伺

う
。

答
弁　

仙
岩
ト
ン
ネ
ル
は
47
年

も
経
過
し
て
お
り
、
老
朽
化
が
進

ん
で
い
る
。
国
道
46
号
道
路
整
備

に
関
す
る
勉
強
会
を
開
催
し
、
課

題
の
認
識
共
有
や
原
因
分
析
、
対

策
の
必
要
性
等
の
意
見
交
換
を

行
っ
て
い
る
。
こ
の
結
果
を
受

け
、
盛
岡
秋
田
道
路
整
備
促
進
形

成
同
盟
会
で
は
、
生
保
内
卒
田
間

の
整
備
を
最
優
先
す
る
こ
と
を

決
定
し
た
。

　

仙
岩
峠
整
備
に
つ
い
て
は
生

保
内
卒
田
間
の
次
の
整
備
優
先

度
評
価
に
な
る
が
、
国
土
交
通
省

や
関
係
機
関
に
要
望
し
て
い
く
。

（
小
田
島 

広
仁 

記
）

強
靭
化
に
向
け
て
の
見
解
を
伺

う
。

答
弁　

仙
岩
ト
ン
ネ
ル
は
47
年

も
経
過
し
て
お
り
、
老
朽
化
が
進

ん
で
い
る
。
国
道
46
号
道
路
整
備

に
関
す
る
勉
強
会
を
開
催
し
、
課

題
の
認
識
共
有
や
原
因
分
析
、
対

策
の
必
要
性
等
の
意
見
交
換
を

行
っ
て
い
る
。
こ
の
結
果
を
受

け
、
盛
岡
秋
田
道
路
整
備
促
進
形

成
同
盟
会
で
は
、
生
保
内
卒
田
間

の
整
備
を
最
優
先
す
る
こ
と
を

決
定
し
た
。

　

仙
岩
峠
整
備
に
つ
い
て
は
生

保
内
卒
田
間
の
次
の
整
備
優
先

度
評
価
に
な
る
が
、
国
土
交
通
省

や
関
係
機
関
に
要
望
し
て
い
く
。

（
小
田
島 

広
仁 

記
）

な
が
ら
観
光
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
強

化
、
オ
ン
ラ
イ
ン
に
よ
る
広
告
宣

伝
等
を
強
化
し
て
い
く
。

　

海
外
誘
客
に
つ
い
て
は
、
他
の

地
域
よ
り
も
一
歩
進
ん
だ
観
光
誘

客
を
実
施
す
る
た
め
、
ま
ず
は
徹

底
し
た
情
報
収
集
、
変
化
す
る
こ

と
が
予
想
さ
れ
る
旅
行
需
要
に
対

応
し
、
可
能
な
地
域
の
受
入
体
制

づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

仙
岩
峠
の
今
後
の
整
備

に
つ
い
て

質
問　

仙
岩
峠
で
は
、
２
月
１
日

に
除
雪
の
た
め
５
時
間
通
行
止
め

に
な
り
、
足
止
め
さ
れ
た
車
が
多

数
あ
っ
た
。
物
流
は
勿
論
で
あ
る

が
、
観
光
に
お
い
て
も
安
心
・
安

全
な
道
路
が
必
要
で
あ
り
、
そ
の

属
の
団
員
ま
で
周
知
い
た
だ
く

よ
う
お
願
い
を
し
た
。

　

４
月
か
ら
消
防
団
員
全
階
級

の
年
報
酬
と
出
動
報
酬
が
増
額

と
な
る
の
で
、
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ

ン
の
維
持
、
向
上
と
併
せ
て
新

規
団
員
の
確
保
に
努
め
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
る
。

ア
フ
タ
ー
コ
ロ
ナ
の
対

策
に
つ
い
て

質
問　

最
近
テ
レ
ビ
や
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
等
で
、
他
の
地
域
が
ア
フ

タ
ー
コ
ロ
ナ
を
見
越
し
て
、
先

手
・
先
手
で
手
を
打
っ
て
い
る

よ
う
な
場
面
を
目
に
す
る
。
秋

田
県
を
代
表
す
る
観
光
地
で
あ

る
当
市
で
あ
る
が
、
ア
フ
タ
ー

コ
ロ
ナ
を
見
越
し
て
ど
の
よ
う

な
こ
と
を
考
え
て
い
る
か
伺
う
。

答
弁　

ま
ず
は
安
全
側
の
対
応

と
し
て
、
一
般
的
な
衛
生
対
応

等
は
、
引
き
続
き
各
事
業
者
に

は
徹
底
し
て
い
た
だ
き
つ
つ
も
、

積
極
的
に
観
光
客
を
迎
え
る
方

向
で
努
め
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
る
。

　

誘
客
促
進
の
観
点
か
ら
は
例

え
ば
角
館
の
桜
ま
つ
り
等
、
で

き
る
だ
け
コ
ロ
ナ
禍
前
と
同
じ

水
準
で
の
開
催
が
で
き
る
よ
う

検
討
し
、
関
係
者
の
方
々
と
調

整
し
て
い
く
。
そ
の
た
め
に
、

観
光
大
使
の
方
々
の
協
力
を
得

蒼生会 真 崎 寿 浩 議員

市長 観光プロモーション、
オンラインによる広告宣伝等を強化していく

アフターコロナの対策は万全なのか

■トンネルの老朽化が進んでいる仙岩峠
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市長 法定外目的税の導入、補助金等獲得戦略の検討を進める

小田島 広 仁 議員

財
政
の
立
て
直
し
に
つ

い
て

質
問　

全
国
の
貧
乏
自
治
体
ラ
ン

キ
ン
グ
市
区
編
で
18
位
と
な
り
、

不
安
を
抱
い
て
い
る
市
民
も
多

い
。
施
政
方
針
で
財
政
状
況
を
立

て
直
す
た
め
に
、
法
定
外
目
的
税

の
導
入
と
補
助
金
等
獲
得
戦
略
を

検
討
す
る
と
の
こ
と
だ
っ
た
が
具

体
的
な
考
え
を
伺
う
。

答
弁　

歳
入
確
保
策
と
し
て
法
定

外
目
的
税
で
あ
る
宿
泊
税
の
導
入

に
つ
い
て
検
討
し
て
い
る
。
今
後

の
市
内
の
宿
泊
者
数
の
回
復
基
調

を
見
据
え
な
が
ら
、
宿
泊
税
導
入

に
よ
る
歳
入
確
保
の
可
能
性
を

探
っ
て
い
き
た
い
。

　

補
助
金
等
獲
得
戦
略
に
つ
い
て

は
、
市
民
生
活
を
豊
か
に
す
る
事

業
と
、国
・
県
の
補
助
事
業
の
マ
ッ

チ
ン
グ
を
各
課
に
お
い
て
ア
ン
テ

ナ
を
張
り
出
し
、
情
報
収
集
を
強

化
し
検
討
を
進
め
た
い
。

質
問　

昨
年
９
月
の
一
般
質
問
で

提
案
し
た
入
湯
税
の
増
税
は
、
温

泉
施
設
の
方
々
も
増
税
し
て
観
光

振
興
に
充
て
て
欲
し
い
と
の
声
が

多
い
が
、
市
役
所
内
で
は
検
討
し

て
い
る
か
。

答
弁　

現
在
、
コ
ロ
ナ
禍
か
ら
の

回
復
状
況
を
見
守
っ
て
い
る
段
階

で
あ
る
。
今
後
は
、
観
光
業
界
へ

の
影
響
や
法
定
の
財
政
需
要
の
規

強
靭
化
に
向
け
て
の
見
解
を
伺

う
。

答
弁　

仙
岩
ト
ン
ネ
ル
は
47
年

も
経
過
し
て
お
り
、
老
朽
化
が
進

ん
で
い
る
。
国
道
46
号
道
路
整
備

に
関
す
る
勉
強
会
を
開
催
し
、
課

題
の
認
識
共
有
や
原
因
分
析
、
対

策
の
必
要
性
等
の
意
見
交
換
を

行
っ
て
い
る
。
こ
の
結
果
を
受

け
、
盛
岡
秋
田
道
路
整
備
促
進
形

成
同
盟
会
で
は
、
生
保
内
卒
田
間

の
整
備
を
最
優
先
す
る
こ
と
を

決
定
し
た
。

　

仙
岩
峠
整
備
に
つ
い
て
は
生

保
内
卒
田
間
の
次
の
整
備
優
先

度
評
価
に
な
る
が
、
国
土
交
通
省

や
関
係
機
関
に
要
望
し
て
い
く
。

（
小
田
島 

広
仁 

記
）

内
外
の
交
流
人
口
も
増
え
始
め
、

前
年
よ
り
観
光
客
も
増
え
て
い

る
。「（
株
）
お
も
て
な
し
せ
ん
ぼ

く
」
で
は
、
宿
泊
料
金
の
値
上
げ

や
通
信
販
売
商
品
価
格
の
見
直

し
と
製
造
ラ
イ
ン
の
改
善
、
施
設

間
の
相
互
送
客
の
取
組
み
等
で
、

成
果
が
見
え
始
め
て
い
る
。
今
後

の
方
針
に
つ
い
て
は
、
山
田
コ
ン

サ
ル
テ
ィ
ン
グ
の
支
援
を
受
け

な
が
ら
、
近
々
に
決
ま
る
予
定
で

あ
る
。

　

ス
タ
ッ
フ
の
退
職
に
つ
い
て

は
、
新
会
社
設
立
後
、
自
己
都
合

退
職
が
あ
り
定
年
退
職
も
あ
っ

た
。
今
の
見
込
み
で
は
、
再
編
案

で
示
し
た
人
員
を
割
り
込
む
想

定
に
は
な
い
。

　

ク
リ
オ
ン
の
宿
泊
に
つ
い
て

は
、
観
光
シ
ー
ズ
ン
や
週
末
に
一

定
数
の
需
要
が
見
込
め
る
こ
と

で
、
宿
泊
事
業
の
継
続
を
検
討
し

て
い
る
。

総
合
体
育
館
建
設
に
つ

い
て

質
問　

こ
の
構
想
に
は
、
長
い
歴

史
が
あ
る
が
現
時
点
で
の
考
え

を
伺
う
。

答
弁　

規
模
や
設
備
等
の
再
考
、

ニ
ー
ズ
の
実
態
調
査
を
踏
ま
え

た
上
で
慎
重
に
進
め
て
い
く
必

要
が
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

（
中
村 

和
彦 

記
）

国
の
方
針
を
反
映
さ
せ
る
こ
と
と

し
、
１
月
初
旬
に
委
託
業
者
と
延

長
を
確
認
後
、
１
月
下
旬
の
第
３

回
策
定
委
員
会
で
延
長
の
了
承
を

い
た
だ
い
た
。

　

策
定
期
間
延
長
に
伴
う
契
約
額

の
変
更
は
な
い
。

三
セ
ク
「（
株
）
お
も

て
な
し
せ
ん
ぼ
く
」
の

今
後
の
方
針
に
つ
い
て

質
問　

現
状
と
今
後
の
方
針
に
つ

い
て
伺
う
。

　

ま
た
、
多
く
の
ス
タ
ッ
フ
の
退

職
と
ク
リ
オ
ン
の
宿
泊
事
業
に
つ

い
て
伺
う
。

答
弁　

最
大
の
課
題
は
キ
ャ
ッ

シ
ュ
フ
ロ
ー
の
改
善
で
あ
る
。
国

模
、
想
定
負
担
額
等
に
つ
い
て
検

討
が
必
要
で
あ
る
。
ま
た
、
入
湯

税
増
税
の
対
象
と
な
る
業
者
の

方
々
と
、
早
め
に
意
見
交
換
会
を

開
催
し
た
い
。

第
３
次
観
光
振
興
計
画

の
延
期
に
つ
い
て

質
問　

延
期
と
判
断
し
た
の
は
い

つ
頃
か
。
ま
た
、
ワ
ー
キ
ン
グ
グ

ル
ー
プ
や
策
定
委
員
会
の
開
催
状

況
に
つ
い
て
伺
う
。

　

費
用
に
つ
い
て
は
、
当
初
の
契

約
価
格
の
変
更
や
追
加
経
費
が
発

生
す
る
こ
と
は
な
い
の
か
伺
う
。

答
弁　

想
定
以
上
に
分
析
や
議
論

の
方
向
性
を
出
す
の
が
難
し
く
、

受
託
業
者
が
供
し
た
資
料
が
議
論

す
る
上
で
市
の
担
当
委
員
等
が
望

ん
で
い
る
資
料
で
は
な
く
、
論
点

が
定
ま
ら
な
か
っ
た
。

　

ま
た
、
観
光
に
よ
る
市
民
幸
福

度
の
向
上
な
ど
、
よ
り
深
い
検
討

の
必
要
性
を
感
じ
た
こ
と
か
ら
、

３
回
の
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
、

２
回
の
策
定
委
員
会
を
開
催
後
の

12
月
末
に
策
定
期
間
の
延
期
に
つ

い
て
検
討
を
開
始
し
た
。
そ
の
結

果
、
期
日
あ
り
き
で
な
く
、
し
っ

か
り
と
し
た
計
画
を
策
定
す
る
こ

と
を
委
託
業
者
と
確
認
し
た
。

　

加
え
て
観
光
庁
が
３
月
ま
で
に

新
た
な
観
光
立
国
推
進
基
本
計
画

を
ま
と
め
る
事
が
分
か
り
、
こ
の

財政状況の立て直しを、どうするのか

■㈱おもてなしせんぼくの本社（花葉館）



こ
こ
が
聞
き
た
い

仙北市議会だより 8

７
人
の
提
言

市長 子育て環境のさらなる向上と逼
ひっぱく

迫する仙北市の財政状況にご理解を

公明党  熊 谷 一 夫 議員

子育て支援の充実と、高齢者への敬愛の心を

貧
困
対
策
推
進
計
画
の
第
二
期
計

画
に
お
い
て
も
重
要
な
位
置
付
け

で
あ
る
こ
と
か
ら
、
開
設
支
援
に

向
け
た
取
り
組
み
を
検
討
し
て
い

く
。

敬
老
祝
金
条
例
５
千
円
支

給
廃
止
に
つ
い
て
再
考
を

質
問　

満
80
歳
に
５
千
円
の
祝
い

金
を
貰
う
の
を
生
き
が
い
に
し
て

い
る
方
々
の
、
老
後
唯
一
の
楽
し

み
を
削
る
事
に
し
た
経
緯
は
ど
う

い
っ
た
も
の
か
。
再
考
を
強
く
求

め
る
。

答
弁　

先
人
達
に
は
感
謝
と
尊
敬

を
心
か
ら
感
じ
て
お
り
心
苦
し
い

仙
北
市
の
子
育
て
応
援

ト
ー
タ
ル
プ
ラ
ン
に
つ

い
て

質
問　

本
市
に
お
け
る
０
歳
時
の

見
守
り
訪
問
事
業
の
現
状
を
伺

う
。

答
弁　

産
前
、
産
後
に
お
い
て
、

こ
れ
ま
で
同
様
に
丁
寧
な
状
況
確

認
を
行
い
身
体
、
精
神
面
で
の
サ

ポ
ー
ト
を
続
け
、
令
和
６
年
度
か

ら
は
子
ど
も
家
庭
セ
ン
タ
ー
を
設

置
す
る
こ
と
で
更
な
る
サ
ポ
ー
ト

体
制
の
拡
充
を
図
っ
て
い
く
。

質
問　

産
後
の
母
親
に
寄
り
添
う

家
庭
支
援
員
の
確
保
は
ど
う
す
る

か
。

答
弁　

仙
北
市
に
お
け
る

産
前
、
産
後
の
サ
ポ
ー
ト

か
ら
補
完
し
て
い
る
部
分

で
は
あ
る
が
、
家
事
支
援

サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て
は
、

令
和
５
年
度
以
降
は
自
己

負
担
無
し
の
全
額
公
費
負

担
に
す
る
予
定
で
あ
り
、

産
後
の
支
援
も
充
実
さ
せ

て
い
く
。

質
問　

仙
北
市
の
子
ど
も

食
堂
の
現
状
と
今
後
の
取

り
組
み
に
つ
い
て
伺
う
。

答
弁　

仙
北
市
に
は
運
営

す
る
た
め
の
支
援
団
体
が

無
く
、
開
設
は
さ
れ
て
い

な
い
が
、
仙
北
市
子
ど
も

セ
グ
メ
ン
ト
配
信
を
活
用
し
周

知
に
繋
げ
て
い
く
。

学
校
教
育
に
お
け
る
部
活

動
の
地
域
移
行
に
つ
い
て

質
問　

各
中
学
校
の
部
活
動
の

現
状
と
地
域
移
行
の
方
向
性
は

ど
の
よ
う
に
な
る
か
。

答
弁
（
教
育
長
）
各
中
学
校
の

部
活
動
の
現
状
は
、
野
球
、
バ

ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
、
吹
奏
楽
で
複

数
の
合
同
チ
ー
ム
が
編
成
さ
れ

て
い
る
。
令
和
５
年
度
に
は
、
仙

北
市
地
域
運
動
文
化
部
活
動
検

討
運
営
会
議
を
開
催
し
、
関
係
団

体
の
意
見
や
要
望
を
集
約
し
、
令

和
６
年
度
に
土
日
の
地
域
移
行

や
ク
ラ
ブ
チ
ー
ム
化
を
検
討
す

る
た
め
に
総
括
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

タ
ー
を
配
置
す
る
予
定
で
あ
る
。

質
問　

コ
ー
チ
や
指
導
員
の
確

保
及
び
、
地
域
移
行
に
向
け
て
の

周
知
に
つ
い
て

答
弁
（
教
育
長
）
令
和
６
年
度

以
降
は
部
活
動
指
導
員
の
増
員

を
考
え
て
お
り
、
併
せ
て
指
導
者

の
育
成
に
も
努
め
て
い
く
。
保
護

者
等
へ
の
理
解
、
周
知
方
法
に
つ

い
て
は
、
学
校
の
Ｐ
Ｔ
Ａ
参
観
日

や
、
広
報
等
で
現
状
と
今
後
の
方

向
性
に
つ
い
て
説
明
し
て
い
き
、

更
に
意
見
交
換
会
や
ア
ン
ケ
ー

ト
調
査
も
行
う
考
え
で
あ
る
。

（
澤
田 

雅
亮 

記
）

が
、
財
政
調
整
基
金
が
３
，

７
０
０
万
円
ま
で
落
ち
込
む
等
、

厳
し
い
財
政
の
中
、
少
子
対
策
事

業
費
の
一
部
に
充
当
す
る
予
算
と

し
て
い
る
。
例
え
５
千
円
で
あ
っ

て
も
市
に
と
っ
て
大
変
貴
重
な
財

源
で
あ
る
こ
と
に
ご
理
解
い
た
だ

き
た
い
。

帯
状
疱
疹
の
予
防
ワ
ク

チ
ン
接
種
費
用
の
補
助

に
つ
い
て

質
問　

全
額
自
己
負
担
の
為
、
金

額
が
高
く
高
齢
者
の
大
き
な
負
担

と
な
っ
て
い
る
、
本
市
の
患
者
数

と
接
種
状
況
に
つ
い
て
ど
う
な
っ

て
い
る
か
。

答
弁　

本
市
に
お
け
る
患
者
数
は

把
握
し
て
い
な
い
が
、
国
の
資
料

に
よ
る
と
日
本
人
の
成
人
９
割
が

潜
伏
感
染
し
て
い
る
と
さ
れ
る
。

任
意
接
種
で
あ
る
が
参
考
ま
で

に
、令
和
４
年
４
月
～
12
月
ま
で
、

田
沢
湖
病
院
で
は
11
人
接
種
し
て

お
り
、
角
館
総
合
病
院
で
は
接
種

者
な
し
だ
っ
た
。

質
問　

今
後
の
ワ
ク
チ
ン
接
種
費

用
の
補
助
は
ど
の
よ
う
に
取
り
組

む
か
。

答
弁　

令
和
５
年
度
当
初
予
算
に

て
ワ
ク
チ
ン
接
種
１
回
に
つ
き

５
千
円
の
助
成
を
予
定
し
て
い

る
。
市
民
に
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

や
広
報
、
仙
北
市
公
式
ラ
イ
ン
の

■子どもも高齢者も暮らしやすい仙北市に！！
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７
人
の
提
言

高
齢
者
の
生
活
支
援
の

充
実
を

質
問　

高
齢
難
聴
者
の
補
聴
器
購

入
費
の
助
成
が
令
和
５
年
度
の
当

初
予
算
に
計
上
さ
れ
て
い
る
が
、

い
つ
か
ら
開
始
予
定
で
予
算
を

オ
ー
バ
ー
す
る
希
望
者
の
対
応
は

ど
う
す
る
の
か
。ま
た
、磁
気
ル
ー

プ
設
備
を
整
備
し
補
聴
器
使
用
者

へ
の
聞
こ
え
の
支
援
が
で
き
な
い

か
。

答
弁　

令
和
５
年
４
月
１
日
か
ら

補
聴
器
の
購
入
費
助
成
を
開
始
す

る
。
10
名
分
を
予
算
化
し
て
い
る

が
、
超
え
た
場
合
は
、
そ
の
都

度
検
討
す
る
。
磁
気
ル
ー
プ
設
備

（
※
）は
、
貸
出
し
用
の
携
帯
型

の
導
入
を
検
討
し
た
い
。

質
問　

高
齢
者
の
除
雪
支
援
制
度

を
課
税
世
帯
で
あ
っ
て
も
対
象
に

す
る
こ
と
は
で
き
な
い
か
。

答
弁　

令
和
５
年
度
か
ら
住
民
税

の
均
等
割
の
み
の
課
税
世
帯
も
対

象
に
す
る
予
定
で
あ
る
。
ま
た
、

地
域
の
若
い
人
た
ち
が
お
年
寄
り

を
支
え
て
い
く
こ
と
も
必
要
だ
と

思
っ
て
い
る
。

国
保
税
の
負
担
軽
減
で

市
民
の
暮
ら
し
応
援
を

質
問　

国
民
健
康
保
険
税
の
家
計

に
お
け
る
負
担
は
非
常
に
大
き

い
。
本
定
例
会
で
の
国
保
税
条
例

展
示
室
で
あ
る
。
秋
田
銀
行
が
リ

ニ
ュ
ー
ア
ル
工
事
を
実
施
し
、
使

用
料
は
本
年
12
月
12
日
ま
で
の

１
年
間
で
46
万
円
と
し
、
光
熱
水

費
は
面
積
按
分
と
し
た
。
セ
キ
ュ

リ
テ
ィ
は
、
セ
コ
ム
と
契
約
し
て

防
犯
対
策
を
強
化
し
て
い
る
。

住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
促
進

事
業
の
復
活
を
望
む

質
問　

令
和
５
年
度
に
廃
止
さ

れ
る
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
促
進
事

業
は
、
令
和
３
年
度
の
補
助
金
の

決
算
額
５
８
３
万
５
千
円
に
対

し
、
対
象
の
工
事
費
の
総
額
が

１
億
４
，
２
８
９
万
３
千
円
で
あ

り
、
20
倍
以
上
の
経
済
効
果
を
生

み
出
し
て
お
り
、
市
民
及
び
事
業

者
の
た
め
に
存
続
を
望
む
も
の

で
あ
る
。
景
気
が
低
迷
し
て
い
る

時
だ
か
ら
こ
そ
、
中
小
企
業
の
支

援
が
必
要
で
は
な
い
か
。

答
弁　

仙
北
市
は
他
市
町
村
と

比
較
し
て
財
政
が
逼ひ
っ
ぱ
く迫
し
て
お

り
、
こ
れ
ま
で
の
事
業
を
削
ら
な

い
と
当
初
予
算
が
組
め
な
い
状

況
に
あ
る
。
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
促

進
事
業
は
平
成
22
年
か
ら
続
け

て
き
た
が
、
申
請
件
数
も
年
々
減

少
し
て
お
り
、
事
務
事
業
評
価
に

よ
り
廃
止
と
し
た
こ
と
に
ご
理

解
を
願
い
た
い
。（

高
橋 

輝
彦 

記
）

ブ
レ
ッ
ト
に
掲
載
し
て
の
事
後
報

告
で
あ
っ
た
。
行
政
財
産
を
民
間

企
業
に
貸
す
こ
と
が
可
能
な
の

か
。
貸
付
け
の
詳
細
を
伺
う
。

　

ま
た
、
不
特
定
多
数
の
人
の
往

来
が
増
加
す
る
公
共
施
設
の
セ

キ
ュ
リ
テ
ィ
対
策
は
ど
う
す
る
の

か
。

答
弁　

秋
田
銀
行
か
ら
の
要
請
で

公
表
を
控
え
て
お
り
、
12
月
定
例

会
で
の
報
告
が
で
き
ず
事
後
報
告

と
な
っ
た
。
行
政
財
産
の
民
間

企
業
へ
の
貸
付
け
は
可
能
で
あ

る
。
貸
付
け
箇
所
は
、
食
堂
と
調

理
実
習
室
及
び
２
階
の
図
書
資
料

の
一
部
改
正
に
よ
り
、
若
干
の
軽

減
が
図
ら
れ
る
よ
う
だ
が
、
国
保

基
金
や
予
備
費
等
を
見
る
と
、
更

な
る
軽
減
が
可
能
で
は
な
い
か
。

ま
た
、
今
後
の
被
保
険
者
数
の
減

少
等
に
よ
り
国
保
会
計
は
ど
の
よ

う
に
展
開
し
て
い
く
の
か
伺
う
。

答
弁　

地
方
税
法
の
改
正
に
よ

り
、
令
和
４
年
度
か
ら
未
就
学
児

の
均
等
割
額
が
半
額
に
な
っ
て
い

る
。
さ
ら
な
る
対
象
年
齢
の
拡
大

を
国
に
要
望
し
て
い
く
。

　

ま
た
、
国
保
財
政
調
整
基
金

の
残
高
は
、
令
和
３
年
度
末
で

６
億
１
，１
９
７
万
円
で
あ
る
が
、

団
塊
世
代
の
後
期
高
齢

者
医
療
制
度
移
行
に
よ

る
国
保
被
保
険
者
数
の

減
少
や
医
療
の
高
度
化

に
よ
り
一
人
当
た
り
の

医
療
費
が
増
加
す
る
こ

と
や
、
今
後
の
保
険
税

水
準
の
統
一
に
向
け
た

事
業
費
納
付
金
の
負
担

増
な
ど
に
備
え
た
い
。

秋
田
銀
行
へ
の

行
政
財
産
の
貸

付
け
に
つ
い
て

質
問　

田
沢
湖
開
発
セ

ン
タ
ー
を
秋
田
銀
行
田

沢
湖
支
店
の
仮
店
舗
と

し
て
貸
付
け
る
こ
と
の

議
会
へ
の
報
告
は
、
タ

市長 住民税均等割のみの課税世帯にも拡充する

日本共産党  平 岡 裕 子 議員

高齢者の除雪支援制度を拡充できないか

セ
グ
メ
ン
ト
配
信
を
活
用
し
周

知
に
繋
げ
て
い
く
。

学
校
教
育
に
お
け
る
部
活

動
の
地
域
移
行
に
つ
い
て

質
問　

各
中
学
校
の
部
活
動
の

現
状
と
地
域
移
行
の
方
向
性
は

ど
の
よ
う
に
な
る
か
。

答
弁
（
教
育
長
）
各
中
学
校
の

部
活
動
の
現
状
は
、
野
球
、
バ

ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
、
吹
奏
楽
で
複

数
の
合
同
チ
ー
ム
が
編
成
さ
れ

て
い
る
。
令
和
５
年
度
に
は
、
仙

北
市
地
域
運
動
文
化
部
活
動
検

討
運
営
会
議
を
開
催
し
、
関
係
団

体
の
意
見
や
要
望
を
集
約
し
、
令

和
６
年
度
に
土
日
の
地
域
移
行

や
ク
ラ
ブ
チ
ー
ム
化
を
検
討
す

る
た
め
に
総
括
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

タ
ー
を
配
置
す
る
予
定
で
あ
る
。

質
問　

コ
ー
チ
や
指
導
員
の
確

保
及
び
、
地
域
移
行
に
向
け
て
の

周
知
に
つ
い
て

答
弁
（
教
育
長
）
令
和
６
年
度

以
降
は
部
活
動
指
導
員
の
増
員

を
考
え
て
お
り
、
併
せ
て
指
導
者

の
育
成
に
も
努
め
て
い
く
。
保
護

者
等
へ
の
理
解
、
周
知
方
法
に
つ

い
て
は
、
学
校
の
Ｐ
Ｔ
Ａ
参
観
日

や
、
広
報
等
で
現
状
と
今
後
の
方

向
性
に
つ
い
て
説
明
し
て
い
き
、

更
に
意
見
交
換
会
や
ア
ン
ケ
ー

ト
調
査
も
行
う
考
え
で
あ
る
。

（
澤
田 

雅
亮 

記
）

・磁気ループ設備とは…マイクの声などを専用のアンプを通して、床に這わせたループ状のアンテナに電
気信号として送ることで音声磁場ができて、磁気コイル付補聴器で鮮明に聞こえる設備。

用語
解説

■田沢湖開発センター内で仮店舗営業中の秋田銀行 田沢湖支店



こ
こ
が
聞
き
た
い

仙北市議会だより 10

７
人
の
提
言

市長 厳しい財政状況下で、独自の支援は困難である

消
防
団
員
の
退
職
時
家

族
慰
労
金
支
給
事
業
廃

止
に
つ
い
て

質
問　

事
務
事
業
評
価
だ
け
を

も
っ
て
、
議
会
や
住
民
に
何
の
説

明
も
な
く
、
い
き
な
り
廃
止
す
る

こ
と
は
乱
暴
で
は
な
い
か
。

答
弁　

昨
年
11
月
の
消
防
団
正
副

団
長
会
議
で
、
12
月
の
分
団
長
会

議
で
、
令
和
４
年
度
を
も
っ
て
廃

止
す
る
と
話
し
た
。
意
見
は
な

か
っ
た
の
で
理
解
を
得
た
と
思
っ

て
い
る
。
各
分
団
や
本
部
に
所
属

す
る
団
員
ま
で
周
知
を
お
願
い
し

た
。
４
月
か
ら
、
全
階
級
の
年
報

酬
や
出
動
報
酬
を
増
額
す
る
。

質
問　

条
例
は
、
10
年
や
20
年
勤

続
団
員
に
残
っ
て
も
ら
い
な
が
ら

新
し
い
団
員
を
確
保
の
す
る
た
め

と
、
共
に
頑
張
っ
て
く
れ
て
い
る

家
族
も
慰
労
す
べ
き
と
し
て
作
っ

た
。
入
団
者
が
増
え
て
い
な
い
。

報
酬
を
増
額
し
た
か
ら
、
慰
労
金

支
給
を
止
め
る
理
由
に
は
な
ら
な

い
と
思
う
が
ど
う
か
。

答
弁　

条
例
の
解
釈
に
不
備
が

あ
っ
た
か
と
思
う
が
、
財
政
状
況

も
あ
り
廃
止
と
し
た
。

再
生
産
に
必
要
な
収
入

確
保
対
策
を

質
問　

現
在
、コ
メ
の
生
産
費
は
、

60
㎏
当
た
り
１
万
４
，７
５
８
円
、

令
和
２
年
に
１
，
２
７
６
円
だ
っ

た
肥
料
が
、
昨
年
の
暮
れ
は
、
３
，

４
１
０
円
で
２
倍
以
上
高
く
な
っ

て
い
る
。
収
量
は
、
水
田
の
状
況

に
よ
り
異
な
り
、
赤
字
を
目
の
前

に
し
て
、
農
家
は
後
ろ
向
き
に
な

る
。
現
状
を
き
っ
ち
り
把
握
し
て

ほ
し
い
。
農
業
が
廃
れ
た
ら
仙
北

市
は
終
わ
り
だ
。
こ
れ
か
ら
で
も

遅
く
は
な
い
。
市
の
支
援
策
は
な

い
か
。

答
弁　

近
隣
市
町
村
で
独
自
の
支

援
を
実
施
し
て
い
る
こ
と
は
承
知

し
て
い
る
。
厳
し
い
財
政
状
況
で

の
現
時
点
で
は
、
市
独
自
の
支
援

は
困
難
と
考
え
て
い
る
。

質
問　

国
の
支
援
ば
か
り
に
頼
る

の
で
は
な
く
、
地
域
に
あ
る
資
源

（
堆
肥
セ
ン
タ
ー
）
を
活
用
し
て
、

減
肥
や
減
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
向
け
た

農
業
政
策
を
模
索
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
と
考
え
る
が
い
か
が
か
。

答
弁　

４
月
か
ら
、
堆
肥
セ
ン

タ
ー
で
生
産
さ
れ
る
「
仙
北
の
底

力
」
を
大
口
購
入
農
家
支
援
の
た

め
、
10
㎥
を
超
え
た
分
か
ら
半
額

と
す
る
予
定
で
あ
る
。
市
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
や
広
報
で
周
知
す
る
。

の
要
望
活
動
等
で
上
京
し
て
い

た
。
副
市
長
は
、
県
副
市
長
会
議

に
出
席
と
な
っ
た
。
地
元
か
ら
盛

り
上
げ
て
い
か
な
け
れ
ば
、
新
仙

岩
ト
ン
ネ
ル
の
実
現
は
難
し
い

の
で
、
今
後
し
っ
か
り
と
対
応
し

た
い
。

Ｊ
Ａ
手
倉
野
倉
庫
付
近

の
道
路
改
良
に
つ
い
て

質
問　

側
溝
側
に
20
㎝
以
上
の

勾
配
が
あ
り
、
冬
期
間
、
側
溝
に

滑
り
落
ち
る
車
を
見
か
け
る
。
要

望
し
て
10
年
以
上
に
な
る
が
、
改

良
の
兆
し
が
な
い
。
な
ぜ
、
で
き

な
い
の
か
。

答
弁　

市
道
生
保
内
中
央
線
等

継
続
事
業
が
多
く
、
向
生
保
内
線

事
業
着
手
に
至
っ
て
い
な
い
。
財

政
状
況
を
加
味
し
な
が
ら
、
で
き

る
だ
け
早
い
改
善
に
努
め
た
い
。

（
平
岡 

裕
子 

記
）

自
然
災
害
に
対
応
で
き

る
市
の
組
織
や
職
員
、

市
民
の
対
応
は

質
問　

市
内
に
、
土
砂
災
害
の
危

険
区
域
の
看
板
で
災
害
発
生
し
や

す
い
エ
リ
ア
を
表
示
し
て
い
る
が
、

発
生
し
た
際
の
対
応
を
ど
う
す
る

か
、
具
体
策
が
見
え
な
い
。
訓
練

は
必
要
だ
と
思
う
が
い
か
が
か
。

答
弁　

コ
ロ
ナ
禍
で
市
の
防
災
訓

練
が
満
足
に
で
き
て
い
な
い
。
令

和
５
年
度
は
、
各
関
係
機
関
か
ら

協
力
を
い
た
だ
き
防
災
訓
練
や
防

災
教
室
を
実
施
す
る
。
２
名
の
防

災
士
の
育
成
と
共
に
、
自
主
防
災

組
織
率
の
向
上
に
も
力
を
入
れ
た

い
。秋

田
新
幹
線
新
仙
岩

ト
ン
ネ
ル
整
備
に
つ
い
て

質
問　

促
進
期
成
同
盟
会
に
本
市

も
加
盟
し
、
本
市
は
重
要
な
役
割

を
担
っ
て
い
る
。
昨
年
、
11
月
９

日
開
催
の
、
秋
田
新
幹
線
新
仙
岩

ト
ン
ネ
ル
整
備
促
進
大
会
に
、
市

長
・
副
市
長
が
欠
席
で
、
総
務
部

長
の
出
席
と
な
っ
た
。
日
程
を
調

整
し
て
市
長
か
副
市
長
は
出
席
す

べ
き
と
思
う
が
見
解
を
伺
う
。

答
弁　

４
月
に
日
程
が
決
ま
っ
て

お
り
前
日
か
ら
、
会
長
を
務
め
る

大
曲
鷹
巣
道
路
・
国
道
46
号
盛
岡

秋
田
道
路
整
備
促
進
形
成
同
盟
会

荒木田 俊 一 議員

農業用肥料高騰対策に、
国からの支援以外はないのか

■勾配の著しいＪＡ手蔵野倉庫付近の道路



こ
こ
が
聞
き
た
い

仙北市議会だより11

７
人
の
提
言

は
護
岸
工
、
用
地
買
収
を
予
定
し

て
い
る
と
の
こ
と
で
あ
る
。

　

両
河
川
の
河
川
改
修
工
事
に
つ

い
て
は
、
仙
北
地
域
振
興
局
と
の

行
政
懇
談
会
等
で
、
引
き
続
き
強

く
要
望
し
て
い
く
。

質
問　

西
長
野
地
域
に
避
難
指
示

の
判
断
を
出
す
地
点
と
し
て
田
中

観
測
所
は
、
妥
当
な
地
点
な
の

か
。
現
在
は
河
川
改
修
が
進
ん
で

お
り
、
月
見
堂
橋
付
近
に
観
測
所

を
設
置
す
る
と
い
う
こ
と
が
で
き

れ
ば
、
よ
り
正
確
な
判
断
を
出
せ

る
と
思
う
が
ど
う
か
。

入
見
内
川
及
び
川
下
田

川
の
改
修
工
事
の
さ
ら

な
る
促
進
に
つ
い
て

質
問　

こ
の
両
河
川
は
、
平
成
後

半
に
３
回
大
き
な
被
害
が
出
て
お

り
、
そ
の
都
度
、
県
に
対
し
改
良

工
事
を
要
望
し
、
毎
年
少
し
ず
つ

工
事
は
進
ん
で
は
い
る
が
、
ま
だ

ま
だ
上
流
に
流
れ
を
阻
害
す
る
箇

所
が
数
ヵ
所
あ
り
、
現
在
の
進
捗

状
況
で
は
工
事
完
了
ま
で
何
十
年

も
か
か
る
よ
う
に
思
わ
れ
、
雨
が

降
る
と
住
民
の
不
安
は
解
消
さ
れ

な
い
現
状
に
あ
る
。

　

今
後
の
両
河
川
の
工

事
に
つ
い
て
の
情
報
を

伺
う
。
ま
た
、
工
事
促

進
を
県
に
強
く
要
望
し

て
欲
し
い
。

答
弁　

入
見
内
川
の
河

川
改
修
工
事
は
、
令
和

４
年
度
県
単
河
川
改

良
工
事
で
護
岸
工
延
長

48
・
８
ｍ
、
坂
路
工
９
・

３
ｍ
を
実
施
予
定
。
川

下
田
川
の
河
川
改
修
工

事
は
、
護
岸
工
延
長

25
・
３
ｍ
、
用
地
買
収
、

右
岸
２
２
８
㎡
を
実
施

予
定
。
令
和
５
年
度
の

河
川
改
修
工
事
は
、
入

見
内
川
で
は
護
岸
工
延

長
70
ｍ
と
、
川
下
田
川

画
一
的
な
判
断
基
準
は
な
い
と

思
わ
れ
る
が
、
市
長
が
目
指
す
と

こ
ろ
の
「
幸
福
度
日
本
一
」
に
な

る
に
は
何
を
ど
う
す
れ
ば
よ
い

の
か
。
令
和
５
年
度
に
お
い
て
、

そ
れ
を
達
成
す
る
た
め
の
具
体

的
な
事
業
等
が
あ
る
の
か
伺
う
。

答
弁　

我
々
ら
し
い
幸
福
度
と
は

何
か
と
い
う
検
討
を
進
め
て
い
く
。

　

現
在
は
市
民
意
識
調
査
を
中

核
と
し
て
市
民
全
体
と
年
齢
、
性

別
、
地
域
別
で
の
全
体
と
し
て

の
幸
福
度
及
び
６
つ
の
個
別
指

標
「
や
り
た
い
こ
と
が
あ
る
」「
や

り
た
い
こ
と
に
向
け
て
チ
ャ
レ

ン
ジ
し
て
い
る
」「
日
々
の
暮
ら

し
で
生
き
が
い
を
感
じ
て
い
る
」

「
自
分
の
こ
と
を
大
切
に
思
っ
て

く
れ
る
人
が
い
る
」「
頼
れ
る
人

が
い
る
」「
自
分
の
居
場
所
や
役

割
が
あ
る
」
で
の
測
定
を
開
始
し

て
い
る
。
施
策
全
般
で
も
何
ら
か

の
形
で
そ
れ
ぞ
れ
の
指
標
が
向

上
で
き
る
よ
う
に
施
策
の
推
進

を
進
め
て
い
く
。

　

市
の
全
て
の
事
業
が
幸
福
度

を
高
め
る
６
つ
の
指
標
を
達
成

す
る
た
め
に
必
要
な
事
業
と
言

え
る
が
、
一
人
ひ
と
り
の
心
の
あ

り
方
が
幸
福
度
を
満
た
す
よ
う
、

市
民
の
生
の
声
を
聞
き
、
施
策
を

展
開
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
る
。

（
真
崎 

寿
浩 

記
）

答
弁　

ご
指
摘
の
と
お
り
、
入
見

内
川
は
河
川
改
修
が
進
ん
で
い
る

こ
と
か
ら
、
大
雨
時
の
水
位
状
況

を
確
認
し
、
河
川
管
理
者
で
あ
る

仙
北
地
域
振
興
局
に
月
見
堂
橋
付

近
へ
の
水
位
観
測
所
の
移
設
や
増

設
を
要
望
し
て
い
く
。

質
問　

西
長
野
地
区
の
避
難
場
所

で
あ
る
西
長
野
交
流
セ
ン
タ
ー

は
、
立
地
条
件
や
設
備
面
、
情
報

収
集
の
手
段
等
、避
難
所
と
し
て
、

特
に
高
齢
者
に
は
適
し
て
い
な
い

状
況
に
あ
る
こ
と
か
ら
、
設
備
の

整
っ
て
い
る
角
館
庁
舎
か
、
で
き

れ
ば
花
葉
館
を
避
難
場
所
と
し
て

開
設
で
き
な
い
か
伺
う
。

答
弁　

こ
れ
ま
で
、
西
長
野
地
区

の
避
難
所
は
西
長
野
交
流
セ
ン

タ
ー
に
開
設
し
た
が
、
昨
年
８
月

の
避
難
所
開
設
時
に
は
、
設
備
面

で
の
課
題
も
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

角
館
庁
舎
は
距
離
が
遠
い
こ
と
か

ら
、
花
葉
館
が
高
齢
者
の
方
に
も

避
難
し
や
す
く
、
設
備
も
充
実
し

て
い
る
場
所
で
あ
る
。
早
急
に
協

議
し
花
葉
館
も
避
難
場
所
と
し
て

開
設
で
き
る
よ
う
に
取
り
組
ん
で

い
く
。

市
長
が
目
指
す
「
幸
福

度
日
本
一
」
に
つ
い
て

質
問　

人
は
何
を
も
っ
て
幸
福
を

感
じ
る
か
は
千
差
万
別
で
あ
り
、

個
人
の
価
値
観
の
多
様
性
に
よ
り

市長 引き続き、県に対し強く要望していく

蒼生会 小 林 幸 悦 議員

更なる河川改修工事の促進で、
住民の不安を解消すべきだ

■大量の土嚢を積んで越水防止のさわやか桜館前
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７
人
の
提
言

質
問　

田
沢
湖
の
観
光
に
つ
い
て

の
取
り
組
み
に
つ
い
て
伺
う
。　

答
弁　

オ
ル
タ
ナ
テ
ィ
ブ
（
※
）

な
需
要
の
開
拓
を
目
的
と
し
て
、

田
沢
湖
リ
ト
リ
ー
ト（
※
）と
い
う

新
し
い
価
値
観
の
提
案
を
行
い
、

積
極
的
に
誘
客
活
動
を
進
め
て
い

く
。
市
と
し
て
も
、
地
方
創
生
推

進
交
付
金
を
活
用
し
、
地
域
に
住

む
私
た
ち
が
本
来
も
つ
地
域
資
源

や
景
観
価
値
を
再
認
識
す
る
こ
と

を
目
的
と
し
て
田
沢
湖
リ
ト
リ
ー

ト
イ
ベ
ン
ト
を
実
施
し
た
ほ
か
、

田
沢
湖
の
再
生
へ
の
取
り

組
み
と
観
光
に
つ
い
て

質
問　

ク
ニ
マ
ス
発
見
か
ら
約
12

年
の
間
、
ど
の
よ
う
な
取
り
組
み

を
し
た
の
か
。

答
弁　

 

秋
田
県
に
対
し
て
田
沢

湖
の
再
生
と
環
境
保
全
の
着
実
な

推
進
に
つ
い
て
継
続
的
な
取
り
組

み
を
要
望
し
、
令
和
元
年
度
か
ら

国
・
県
・
東
北
電
力
と
市
が
情
報

の
共
有
と
課
題
等
を
整
理
す
る
こ

と
を
目
的
と
し
た
勉
強
会
を
毎
年

開
催
し
て
い
る
。

質
問　

田
沢
湖

の
護
岸
整
備
の

進
捗
状
況
を
伺

う
。

答
弁　

平
成
13

年
か
ら
25
年
度

ま
で
の
13
年
間

で
約
50
億
円
の

費
用
を
か
け
て

整
備
が
完
了
し

て
い
る
。
現
在
、

護
岸
の
浸
食
等

に
よ
る
工
事
の

必
要
な
箇
所
等

の
報
告
は
な
い
。

ま
た
、
景
観
の

維
持
管
理
の
た

め
の
工
事
の
予

定
は
さ
れ
て
い

な
い
。

化
す
る
と
な
れ
ば
、
市
の
負
担
分

が
求
め
ら
れ
る
可
能
性
が
あ
る
。

　

田
沢
湖
の
再
生
が
思
っ
た
よ

う
に
進
ん
で
い
な
い
状
況
で
あ

り
、
田
沢
湖
再
生
の
加
速
化
に
つ

い
て
の
具
体
的
な
要
望
を
引
き

出
し
、
検
討
し
た
い
。

秋
田
自
動
車
道
西
道
路

の
延
進
に
つ
い
て

質
問　

現
状
は
大
仙
市
で
終
了

し
て
い
る
が
仙
北
市
ま
で
延
長

す
る
為
の
取
り
組
み
を
す
る
考

え
は
。

答
弁　

大
曲
鷹
巣
道
路
整
備
促

進
期
成
同
盟
会
で
は
、
地
域
経

済
活
性
化
、
観
光
振
興
に
資
す
る

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
確
保
を
重
点

要
望
事
項
の
一
つ
と
し
て
要
望

活
動
を
し
て
い
る
。

　

今
後
も
大
曲
鷹
巣
道
路
が
秋

田
自
動
車
道
や
本
荘
大
曲
道
路
、

日
本
海
沿
岸
東
北
自
動
車
道
へ

ア
ク
セ
ス
が
向
上
す
る
こ
と
に

よ
り
、
地
域
経
済
活
性
化
と
観
光

振
興
の
み
な
ら
ず
、
高
次
医
療
機

関
へ
の
緊
急
搬
送
や
災
害
復
旧

支
援
等
の
迅
速
化
が
期
待
さ
れ

る
こ
と
か
ら
、
整
備
促
進
を
国
及

び
県
に
引
き
続
き
要
望
し
て
い

き
た
い
。

（
西
宮 

三
春 

記
）

現
在
活
動
を
行
っ
て
い
る
複
数
の

民
間
事
業
者
が
中
心
と
な
っ
て
秋

田
ア
ウ
ト
ド
ア
ベ
ー
ス
と
い
う
団

体
を
結
成
し
、
連
携
を
深
め
、
さ

ら
に
新
し
い
事
業
活
動
を
展
開
し

て
い
る
。

　

国
や
県
で
も
田
沢
湖
を
含
む
自

然
公
園
等
に
つ
い
て
、
秋
田
県
立

自
然
公
園
条
例
も
保
護
と
利
用
の

好
循
環
の
実
現
に
向
け
改
正
が
進

め
ら
れ
て
い
る
。

　

ま
た
、
湖
面
の
安
全
確
保
や
湖

面
環
境
の
維
持
改
善
に
つ
い
て

は
、
今
年
度
Ｄ
Ｍ
Ｏ
と
田
沢
湖
角

館
観
光
協
会
が
中
心
と
な
り
、国
・

県
・
民
間
団
体
な
ど
を
集
め
た
田

沢
湖
ラ
ウ
ン
ド
テ
ー
ブ
ル
を
核
と

し
て
湖
畔
の
活
用
や
景
観
保
全
な

ど
に
関
し
て
意
見
交
換
を
開
始
す

る
な
ど
の
取
り
組
み
を
進
め
て
い

る
。

質
問　

国
に
田
沢
湖
再
生
を
要
望

す
る
取
り
組
み
は
考
え
ら
れ
な
い

か
。

答
弁　

田
沢
湖
の
水
質
改
善
の
た

め
、
国
・
県
な
ど
に
対
し
て
玉
川

酸
性
水
中
和
処
理
施
設
に
導
入
さ

れ
て
い
な
い
未
処
理
水
の
処
理
及

び
新
玉
川
温
泉
排
水
の
中
和
処
理

施
設
に
お
け
る
処
理
の
一
元
化
に

つ
い
て
提
案
し
た
が
、
実
践
す
る

た
め
に
は
国
・
県
な
ど
の
経
費
負

担
増
と
い
う
課
題
が
あ
り
、
一
元

市長 国へ強力に要望していく

蒼生会 青 柳 宗五郎 議員

田沢湖再生のために努力を

■雪解けの田沢湖に訪れる外国人観光客

・オルタナティブとは…主流な方法に変わる新しいもの、代替手段
・リトリートとは…日常から離れてリフレッシュする時間を持ち、心身ともにリフレッシュすること

用語
解説
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■令和5年度 総務部・教育委員会関係の一般会計当初予算　主な事業
公共施設等マネジメント事業費 2,046万円 公共施設等総合管理計画に基づく田沢湖庁舎防災用発電機設置工事等

ふるさと納税ふるさと便事業費 7億6,450万円 ふるさと納税の返礼品に地元特産品を利用したふるさと納税の推進と
市内産業の活性化を図る（12 億円の寄付を見込む）

サテライトオフィス誘致促進事業費 1,236万円 首都圏のデジタル企業の誘致活動や、企業ニーズに応えられる人材育
成を図る

地域運営体活動推進費交付金 2,268万円 地域運営体活動への交付金（昨年度と同額が計上される）

よぶのる角館運行事業費 1,580万円 新型モビリティサービスである角館 Maas の運行に係わる負担金

秋田内陸縦貫鉄道㈱運営費補助金 7,980万円 秋田県、北秋田市、仙北市が秋田内陸縦貫鉄道㈱を存続させるための
補助金

仙北市ヤマメ・サクラマスプロジェ
クト事業費 313万円 仙北市で働き生きていくイメージを養い、将来的な若者の地元企業就

職率の向上を目指す

スクールバス購入事業費 2,318万円 角館小、桧木内小・中学校のスクールバスを購入

学校施設環境改善交付金事業費 4,345万円 市内小・中学校のトイレの洋式化 60％を目指し改修（生保内小、神代中、
西明寺中、桧木内中）

仙
北
市
消
防
団
員
退
職
時
家
族
慰
労
金
支
給
条
例
を
廃
止
す
る

条
例
の
制
定
に
つ
い
て
（
常
任
委
員
会
で
否
決
さ
れ
る
）

質
問　

一
方
的
な
説
明
の
み
で
廃
止
が
決
定
し
た
と
聞
い
て
い
る
が
各
団
員
へ

の
周
知
方
法
は
。

答
弁　

11
月
21
日
の
正
副
団
長
会
議
で
、
事
務
事
業
評
価
の
廃
止
の
決
定
を
受

け
、
初
め
て
担
当
か
ら
説
明
後
、
12
月
２
日
の
分
団
長
会
議
で
改
め
て
廃
止
と

な
る
経
緯
を
説
明
し
、
各
団
員
、
更
に
は
団
員
の
家
族
ま
で
丁
寧
に
説
明
し
て

い
た
だ
き
た
い
旨
を
お
願
い
し
た
。
ま
た
、
１
月
６
日
の
消
防
出
初
式
で
も
各

団
員
と
家
族
へ
伝
達
の
旨
を
話
し
た
。

質
問　

男
鹿
市
、
大
館
市
等
で
は
団
員
と
そ
の
家
族
が
様
々
な
サ
ー
ビ
ス
を
受

け
ら
れ
る
が
、
検
討
は
さ
れ
て
い
る
の
か
。

答
弁　

例
え
ば
、
三
セ
ク
等
の
入
浴
料
の
割
引
な
ど
、
団
員
、
家
族
を
支
え
ら

れ
る
よ
う
な
福
利
厚
生
も
含
め
た
も
の
を
考
え
て
い
き
た
い
。
今
後
、
情
報
収

集
し
検
討
し
て
い
き
た
い
。

仙
北
市
特
別
職
の
職
員
で
非
常
勤
の
も
の
の
報
酬
及
び
費
用

弁
償
に
関
す
る
条
例
制
定
に
つ
い
て

質
問　

消
防
団
の
団
員
報
酬
の
増
額
の
ほ
か
、
音
楽
隊
練
習
手
当
・
支
部
訓
練

大
会
練
習
手
当
が
新
た
に
追
加
さ
れ
る
が
、
全
て
個
人
に
支
払
わ
れ
る
手
当
か
。

答
弁　

こ
の
後
開
催
の
消
防
団
分
団
長
会
議
で
協
議
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。
支

払
い
方
法
に
つ
い
て
は
確
定
し
て
い
な
い
状
況
で
あ
る
。

意
見　

今
後
も
条
例
改
正
等
が
提
案
さ
れ
る
と
思
う
が
、
分
団
長
会
議
等
で
し
っ

か
り
と
協
議
し
、
内
容
が
ま
と
ま
っ
た
上
で
提
案
し
て
欲
し
い
。

仙
北
市
立
角
館
平
福
記
念
美
術
館
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例
制
定
に
つ
い
て　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

質
問　

観
覧
料
が
値
上
げ
さ
れ
る
条
例
改
正
に
あ
た
っ
て
は
、
市
長
部
局
を
含

め
話
し
合
っ
た
と
思
う
が
、
そ
の
協
議
と
経
緯
に
つ
い
て
伺
う
。

答
弁　

令
和
５
年
度
当
初
予
算
編
成
時
に
、
仙
北
市
全
体
的
な
方
針
と
し
て
の
歳

入
確
保
に
つ
い
て
、
観
覧
料
の
値
上
げ
に
つ
い
て
考
え
る
よ
う
指
示
が
あ
っ
た
。

そ
こ
で
、
角
館
町
平
福
記
念
美
術
館
運
営
審
議
会
に
お
諮
り
し
、
値
上
げ
に
つ

い
て
ご
意
見
を
伺
っ
た
と
こ
ろ
、
入
館
者
が
減
ら
な
い
よ
う
内
容
を
魅
力
的
な

も
の
に
し
、
特
別
展
示
会
も
含
め
満
足
度
を
得
ら
れ
る
よ
う
努
力
す
る
こ
と
を

条
件
に
、
や
む
を
得
な
い
の
で
は
な
い
か
と
い
う
ご
意
見
を
い
た
だ
き
、
条
例

改
正
に
至
っ
た
。

■令和5年度　一般会計当初予算　（総務文教常任委員会で審査した項目）
項目 令和５年度予算額 令和４年度予算額 比　較 増減比率 備　　　　　考

議会費 １億5,264万円 １億5,333万円 △69万円 0％ 議会運営に関する予算

総務費 40億8,616万円 46億3,827万円 △5億5,211万円 △11.9％ 人件費など行政運営全般や企画政策費

消防費 8億3,198万円 8億1,425万円 1,773万円 2.2％ 大曲仙北広域消防や消防団に関る予算

教育費 15億4,444万円 14億8,212万円 6,232万円 4.2％ 小中学校や公民館等の予算

公債費 21億7,434万円 21億5,660万円 1,774万円 0.8％ 借金の返済

総
務
文
教
常
任
委
員
会
に
付
託
さ
れ
た
議
案
の
主
な
質
疑

こ
こ
が
知
り
た
い
議
論
の
ポ
イ
ン
ト

総務文教常任委員会

　令和５年度一般会計当初予算の内、総務部、教育委員会関係予算が審査されました。市内小・中学校の和
式便器を洋式便器に改修し、洋式化率 60％以上を目指すための予算や昨年度と同額の地域運営体活動推進費
交付金、スクールバスの購入費などが計上されております。

令和５年度 一般会計当初予算　
小・中学校のトイレの洋式化に4,345万円
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市民福祉常任委員会

■令和5年度　市民福祉部関係の一般会計当初予算　主な事業

母子保健対策費 1,181万円 乳幼児健康診査の実施や妊婦健康診査の費用を助成

育児支援金給付事業費 257万円 １歳児及び２歳児一人につき 15,000 円を現金支給する

出産準備金給付事業費 784万円 妊娠届出時に 5 万円、出産届出時に 5 万円を支給する
（合計 10 万円：国の負担）

あきた出産おめでとう給付事業費 306万円 出生届を提出した家庭に出産祝金 2 万円を支給する（県の負担）

すこやか子育て保育料助成事業 2,387万円 認定こども園、認可保育所、幼稚園などの利用者の保育料及び給
食費を助成する

福祉医療費 2億442万円 0 歳から高校生までの医療費の自己負担分を助成する

高齢難聴者補聴器購入費助成事業費 30万円 補聴器購入費用の 1/2（上限 3 万円）を助成する

特定不妊治療費等助成金 150万円 特定不妊治療等を受けている夫婦を支援する（年度内 15 万円）

病院事業会計への補助金 8億2,934万円 角館総合病院及び田沢湖病院への補助金

【第１号補正】新型コロナワクチン接種事業費 1億2,861万円 コロナワクチン接種経費〔5 月中旬～ 12 月末実施〕（国が負担）

仙
北
市
敬
老
祝
金
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
制
定

（
80
歳
の
５
千
円
支
給
を
廃
止
）
が
常
任
委
員
会
で
否
決
さ
れ
る

賛
成
討
論　

さ
さ
や
か
な
楽
し
み
で
あ
る
か
も
し
れ
な
い
5
千
円
を
廃
止
す

る
と
い
う
、
非
常
に
厳
し
い
決
断
を
下
す
と
い
う
こ
と
は
そ
れ
だ
け
市
の
財

政
状
況
が
厳
し
く
、
財
政
調
整
基
金
の
減
少
か
ら
見
て
も
仙
北
市
を
将
来
に

残
し
て
い
く
た
め
に
、
今
は
我
慢
が
必
要
で
あ
る
。

反
対
討
論　

廃
止
に
至
っ
た
経
緯
と
二
元
代
表
制
の
認
識
に
つ
い
て
疑
問
が

持
た
れ
る
こ
と
。
予
算
の
や
り
く
り
を
す
れ
ば
廃
止
し
な
く
て
も
よ
い
金
額

で
あ
り
、
努
力
を
す
れ
ば
生
み
出
せ
る
金
額
で
あ
る
。
市
民
の
幸
せ
に
も
繋

が
ら
な
い
。

角
館
総
合
病
院
で
の
新
た
な
乳
が
ん
検
診
に
つ
い
て

質
問　

新
た
に
導
入
す
る
無
痛
Ｍ
Ｒ
Ｉ
乳
が
ん
検
診
は
、
画
像
診
断
を
東
海

大
学
に
委
託
す
る
と
の
こ
と
だ
が
、
検
診
料
の
２
万
２
千
円
の
他
に
別
途
委

託
料
が
発
生
す
る
の
か
。
ま
た
、
何
人
程
度
の
検
査
を
見
込
ん
で
い
る
の
か
。

答
弁　

画
像
診
断
は
検
診
料
に
含
ま
れ
て
お
り
持
ち
出
し
は
な
い
。
秋
田
県

初
の
Ｍ
Ｒ
Ｉ
を
活
用
し
た「
痛
く
な
い
」「
恥
ず
か
し
く
な
い
」「
被
爆
し
な
い
」

新
し
い
乳
が
ん
検
診
と
な
る
。
ま
だ
認
知
度
が
低
い
こ
と
や
検
診
料
が
高
額

で
あ
る
こ
と
か
ら
、
ま
ず
は
、
月
５
人
位
で
始
め
る
準
備
を
し
て
い
る
。

令
和
５
年
度
の

新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
接
種
の
取
り
扱
い
は
ど
う
な
る
の
か

質
問　

５
月
８
日
か
ら
５
類
に
な
る
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
ワ
ク
チ
ン
接

種
は
個
人
負
担
に
な
る
の
か
。

答
弁　

令
和
５
年
度
も
ワ
ク
チ
ン
接
種
費
用
は
国
が
負
担
す
る
。
５
月
中
旬

ご
ろ
か
ら
65
歳
以
上
の
高
齢
者
と
基
礎
疾
患
の
あ
る
方
々
及
び
医
療
従
事
者

等
に
接
種
し
（
年
２
回
）、
９
月
中
旬
か
ら
12
月
末
に
そ
の
他
の
方
々
の
接
種

を
（
年
１
回
）
予
定
し
て
い
る
。

　令和 5 年度一般会計当初予算の内、民生費・衛生費が審査されました。コロナ禍等による出生数の急激な
減少など危機的な状況にある中、子育て支援の新規事業を多数盛り込むなど、子育て世代への支援を重点施
策としている。また、最終日には、令和５年度も国の負担で新型コロナワクチン接種を実施する補正予算を
可決しました。

令和５年度 一般会計当初予算 民生費・衛生費73億7,030万円
補正予算で令和５年度のコロナワクチン接種事業費に１億2,861万円

市
民
福
祉
常
任
委
員
会
に
付
託
さ
れ
た
議
案
の
主
な
質
疑

こ
こ
が
知
り
た
い
議
論
の
ポ
イ
ン
ト
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産業建設常任委員会

　令和 5 年度の一般会計当初予算の内、労働費、農林水産業費、商工費、土木費などの予算が審査されました。
特に農林水産業費が前年度対比で、1 億 4,333 万円（18.6%）、土木費が前年度対比で、5 億 1,457 万円（29.6%）
と増額幅が大きくなっておりますが、農林水産業費は農地集積加速化基盤整備事業費、林道維持補修費等の増、
土木費は除雪費を当初予算に組み入れたことによるものです。

令和５年度 一般会計当初予算
除雪費を盛り込み 土木費5億1,457万円増額（前年比29.6％増）

浄
化
槽
設
置
整
備
事
業
費
に
つ
い
て
（
令
和
５
年
度
当
初
予
算
）

質
問　

浄
化
槽
設
置
整
備
事
業
費
（
１
，
３
８
０
万
円
）
の
内
容
、
設
置

数
等
に
つ
い
て
伺
う
。

答
弁　

個
人
設
置
型
の
浄
化
槽
に
対
し
補
助
金
を
交
付
す
る
も
の
で
あ

る
。
5
人
槽
を
23
基
、
７
人
槽
を
７
基
、
合
計
30
基
の
予
定
で
あ
る
。
そ

の
う
ち
国
・
県
補
助
分
が
28
基
、
市
単
独
分
が
２
基
で
あ
る
。
国
・
県
補

助
分
は
循
環
型
社
会
形
成
推
進
地
域
計
画
に
基
づ
い
て
、
下
水
道
整
備
区

域
外
設
置
に
補
助
し
、
市
単
独
分
は
計
画
区
域
内
に
あ
っ
て
も
未
整
備
地

域
、
物
理
的
に
下
水
道
管
の
配
管
が
困
難
な
所
に
補
助
す
る
。

田
沢
湖
マ
ラ
ソ
ン
大
会
負
担
金
に
つ
い
て

（
令
和
４
年
度
補
正
予
算
）

質
問　

１
，
０
０
０
万
円
の
当
初
予
算
が
あ
り
、
６
２
０
万
円
の
補
正
額

は
大
き
す
ぎ
る
。
詳
細
に
つ
い
て
伺
う
。

答
弁　

３
年
ぶ
り
の
開
催
と
な
り
、
コ
ロ
ナ
感
染
拡
大
状
況
を
見
極
め
な

が
ら
の
開
催
準
備
と
な
っ
た
。
第
７
波
の
影
響
で
予
想
参
加
者
数
５
，
０

０
０
人
を
大
き
く
下
回
る
こ
と
に
な
り
、
最
終
申
込
者
は
３
，
４
７
０
人

だ
っ
た
。
経
費
節
減
に
努
め
た
が
、
会
場
設
営
費
等
の
固
定
費
、
感
染
拡

大
防
止
対
策
経
費
、
物
価
高
騰
な
ど
に
よ
り
、
決
算
見
込
み
に
６
１
７
万

円
の
不
足
が
生
じ
た
た
め
、
負
担
金
の
増
額
を
お
願
い
し
た
い
。

質
問　

来
年
度
も
実
施
す
る
の
で
運
営
に
つ
い
て
再
検
討
が
必
要
。
参
加

賞
等
の
発
注
状
況
、
在
庫
数
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
人
数
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に

係
る
経
費
に
つ
い
て
伺
う
。

答
弁　

コ
ロ
ナ
の
関
係
で
海
外
で
の
生
産
ラ
イ
ン
が
止
ま
り
、
国
内
生
産

の
た
め
急
が
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
見
込
み
数
で
発
注
し
た
。
在
庫
数
は
Ｔ

シ
ャ
ツ
１
０
０
枚
、
タ
オ
ル
８
０
０
枚
、
検
査
キ
ッ
ト
５
０
０
個
。
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
人
数
は
３
５
０
人
。
Ｔ
シ
ャ
ツ
８
０
０
円
、
弁
当
６
０
０
円
、

プ
ロ
グ
ラ
ム
２
３
０
円
、
合
計
一
人
当
た
り
１
，
６
３
０
円
は
か
か
る
。

参
加
料
の
値
上
げ
の
検
討
も
含
め
、
経
費
の
見
直
し
、
削
減
、
精
算
に
も

ス
ピ
ー
ド
感
を
持
ち
な
が
ら
、
同
じ
こ
と
を
繰
り
返
さ
ず
令
和
5
年
度
大

会
を
進
め
て
い
き
た
い
。

令
和
５
年
度 

一
般
会
計
当
初
予
算
・
令
和
４
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
の
主
な
質
疑

こ
こ
が
知
り
た
い
議
論
の
ポ
イ
ン
ト

■令和５年度 観光文化スポーツ部・農林商工部・建設部関係の一般会計当初予算 主な事業
地域おこし協力隊事業費 2,034万円 交流デザイン課所属の隊員委託費と退任隊員の市内起業への支援金

地域おこし企業人交流プログラム 50万円 日本航空国内線と市内農家民宿を利用する方へ宿泊費の一部を補助

６次産業化施設整備支援事業費補助金 2,094万円 農産物の加工販売に要する施設改修費を県が 1/3、市が 1/6 を補助

自然ふれあい温泉館維持管理費 3,324万円 令和４年度から市直営で運営のアルパこまくさ内の温泉維持管理費

急傾斜危険区域工事費負担金 680万円 市内２カ所で工事実施予定。県事業に市が負担して行う事業

冬季交通対策費 4億8,638万円 今まで当初予算に計上しなかったが、今年度は計上した除雪費

■令和５年度 一般会計当初予算（産業建設常任委員会で審査した項目）
項　　目 令和5年度予算額 令和4年度予算額 比　　較 増減比率 備　　考

労働費 6,277万円 6,364万円 △87万円 △1.4％ シルバー人材センター補助金等

農林水産業費 9億1,343万円 7億7,010万円 1億4,333万円 18.6％ 基盤整備事業、林道維持補修等

商工費 8億4,073万円 8億2,161万円 1,912万円 2.3％ 商工業振興、観光振興等

土木費 22億5,418万円 17億3,961万円 5億1,457万円 29.6％ 除雪費、道路改良費等

■令和5年度企業会計　当初予算　
企業会計名 予　算　額 前　年　比 備　　考

温泉事業会計 1億4,600万円 5,033万円 改良工事費等の増

水道事業会計 15億4,553万円 912万円 水道施設耐震化・更新計画策定業務委託費の増

下水道事業会計 15億6,289万円 657万円 建設改良費等の増



　

今
回
は
、
結
婚
を
機
に
、
仙
北
市
民

に
な
ら
れ
た
、
青
山
愛
子
さ
ん
。
３
歳

と
１
歳
の
男
の
子
の
お
母
さ
ん
。
青
山

さ
ん
の
活
動
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

Ｑ
．
活
動
内
容
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

　
『
フ
ォ
ト
ス
タ
ジ
オ
よ
り
気
軽
に
、
お

家
よ
り
も
ち
ょ
っ
ぴ
り
お
し
ゃ
れ
に
』

を
コ
ン
セ
プ
ト
に
、
角
館
の
武
家
屋
敷

近
く
で
、
お
う
ち
ス
タ
ジ
オ
を
や
っ
て

い
ま
す
。

　

秋
田
県
で
は
数
少
な
い
マ
タ
ニ
テ
ィ

ペ
イ
ン
ト
が
体
験
で
き
る
ス
タ
ジ
オ
で
、

マ
タ
ニ
テ
ィ
フ
ォ
ト
・
ベ
ビ
ー
フ
ォ
ト

の
撮
影
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
地
域
の
イ
ベ
ン
ト
な
ど
で
は
、

お
子
様
向
け
の
ボ
デ
ィ
ペ
イ
ン
ト
も

行
っ
て
い
ま
す
。

Ｑ
．ど
ん
な
時
に
や
り
が
い
を
感
じ
ま
す
か
？

　

や
は
り
ペ
イ
ン
ト
を
見
て
く
れ
た
マ

マ
の
「
す
ご
ー
い
！
」
と
喜
ん
だ
お
顔

を
見
る
時
で
す
。「
お
腹
を
出
す
の
は
抵

抗
が
あ
っ
た
け
ど
、
ペ
イ
ン
ト
が
あ
る

か
ら
、
写
真
を
撮
ろ
う
と
思
っ
た
ん
で

す
」
と
言
っ
て
も
ら
え
た
時
に
は
、
と

て
も
嬉
し
か
っ
た
で
す
。

　

大
き
な
お
腹
の
マ
マ
、
生
ま
れ
て
か

ら
も
あ
っ
と
い
う
間
に
成
長
し
て
い
く

赤
ち
ゃ
ん
を
撮
影
し
、
今
後
、
何
年
、

何
十
年
も
大
切
な
宝
物
に
な
っ
て
く
れ

る
ん
だ
ろ
う
な
と
思
う
と
、
喜
び
を
感

じ
ま
す
。

Ｑ
．
子
育
て
と
の
両
立
は
ど
う
で
す
か
？

　

ペ
イ
ン
ト
撮
影
の
時
に
は
、
夫
や
両

親
に
子
ど
も
を
預
け
た
り
、
一
時
保
育

や
託
児
を
利
用
し
た
り
し
て
い
ま
す
。

大
変
な
部
分
も
あ
り
ま
す
が
、
仕
事
を

終
え
て
帰
っ
て
来
た
私
の
顔
を
見
た
家

族
か
ら
「
家
に
い
る
時
よ
り
、
イ
キ
イ

キ
し
て
る
ね
～
」
と
言
わ
れ
る
く
ら
い
、

大
好
き
な
ペ
イ
ン
ト
や
撮
影
の
お
仕
事

は
、
育
児
の
合
間
の
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
に

も
な
っ
て
い
ま
す
。

Ｑ
．
今
後
の
展
望
や
目
標
は
？

　

日
本
で
も
こ
こ
数
年
で
広
ま
り
つ
つ

あ
る
マ
タ
ニ
テ
ィ
ペ
イ
ン
ト
で
す
が
、
ま

だ
「
マ
タ
ニ
テ
ィ
ペ
イ
ン
ト
っ
て
な
あ
に
？
」

と
い
う
方
も
多
い
と
思
い
ま
す
。

　

私
も
自
分
の
妊
娠
中
に
故
郷
島
根
で

マ
タ
ニ
テ
ィ
ペ
イ
ン
ト
を
体
験
し
ま
し

た
が
、
当
時
の
秋
田
で
は
体
験
で
き
る

場
所
を
見
つ
け
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん

で
し
た
。

　

同
じ
よ
う
に
「
マ
タ
ニ
テ
ィ
ペ
イ
ン

ト
を
体
験
し
て
み
た
い
」「
大
き
な
お
腹

の
写
真
を
残
し
て
お
き
た
い
」
と
思
っ

て
い
る
マ
マ
も
多
い
は
ず
、
と
い
う
想

い
か
ら
、
こ
の
活
動
を
始
め
、
３
年
で

50
人
以
上
の
妊
婦
さ
ん
に
ペ
イ
ン
ト
を

し
て
き
ま
し
た
。

　

妊
娠
出
産
と
い
う
人
生
で
何
度
も
訪

れ
る
こ
と
の
な
い
一
大
イ
ベ
ン
ト
、
そ

の
特
別
な
時
期
を
記
念
に
残
す
お
手
伝

い
が
で
き
る
こ
と
を
誇
り
に
思
い
な
が

ら
、
今
後
マ
タ
ニ
テ
ィ
ペ
イ
ン
ト
の
魅

力
を
多
く
の
人
に
伝
え
て
い
き
た
い
で

す
。

（
西
宮 

三
春 

記
）

【
再
任
】

茂
木
　
一
代
（
61
歳
）

角
館
町
小
勝
田
中
川
原
１
１
１
―
30

【
新
任
】

浅
利
　
浩
子
（
65
歳
）

西
木
町
桧
木
内
字
山
口
１
９
９
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■印刷／株式会社松本印刷

　

こ
の
度
も
仙
北
市
議
会
だ
よ
り
を
ご
覧
い
た
だ
き
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

三
人
の
新
人
議
員
に
と
っ
て
一
年
目
最
後
の
定
例
会
で
あ
り

ま
し
た
。
五
月
の
初
議
会
か
ら
臨
時
議
会
、
定
例
議
会
、
各
常

任
委
員
会
、
議
会
全
員
協
議
会
等
、
多
く
の
事
を
学
び
ま
し
た
。

こ
の
経
験
を
糧
に
二
年
目
も
市
民
の
皆
様
の
た
め
に
一
生
懸
命

頑
張
る
所
存
で
あ
り
ま
す
。

　

今
定
例
会
は
、
当
初
予
算
等
を
審
議
す
る
重
要
な
議
会
で
あ

り
、
活
発
な
議
論
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
議
会
だ
よ
り
は
、
そ
の

内
容
に
つ
い
て
多
く
の
皆
様
に
分
か
り
や
す
く
読
ん
で
い
た
だ

け
る
よ
う
に
努
め
て
お
り
、
限
ら
れ
た
ス
ペ
ー
ス
の
中
で
皆
様

に
伝
わ
る
よ
う
心
が
け
て
お
り
ま
す
。
も
っ
と
皆
様
方
に
親
し

ま
れ
る
議
会
だ
よ
り
に
出
来
る
よ
う
に
、
ご
意
見
、
ご
感
想
等

を
お
聞
か
せ
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

　

暖
か
い
季
節
が
や
っ
て
き
ま
し
た
。
雪
寄
せ
か
ら
も
解
放
さ

れ
ま
し
た
。
春
を
楽
し
ん
で
く
だ
さ
い
。

　
「
広
報
せ
ん
ぼ
く
」
と
同
様
に
、「
市
議
会
だ
よ
り
」
も
経
費

節
減
の
た
め
に
白
黒
で
の
発
行
に
な
り
ま
し
た
。
写
真
な
ど
が

判
り
に
く
く
な
り
ま
す
が
、
市
議
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
カ
ラ
ー

で
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

　

今
後
と
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

（
中
村 

和
彦 

記
）

編
集
後
記

い
き
い
き
広
場

仙
北
市
角
館
町
小
勝
田

　
　

青
山
愛
子
さ
ん

結婚を機に
島根県から仙北市へ。

青山愛子さん

マタニティペイント創作中の青山さん

妊
婦
さ
ん
の
希
望
に
よ
り
様
々
な
ペ
イ
ン
ト

を
し
て
お
り
ま
す
。

　

マ
タ
ニ
テ
ィ
ペ
イ
ン
ト
と
は
妊
婦
さ

ん
の
大
き
く
な
っ
た
お
腹
に
ボ
デ
ィ
ペ

イ
ン
テ
ィ
ン
グ
を
行
う
こ
と
で
す
。

　

夫
婦
・
家
族
の
思
い
出
作
り
や
子
供

が
出
来
た
こ
と
の
記
念
に
マ
タ
ニ
テ
ィ

ペ
イ
ン
ト
を
行
い
、
写
真
に
残
す
方
も

多
く
い
ま
す
。
安
産
祈
願
と
し
て
、
海

外
で
は
広
く
浸
透
し
て
い
ま
す
。

人事案件
（敬称略）

◎人権擁護委員


